
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 
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【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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１．  本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料
      中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾また
      は保証するものではありません。
２．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報
      の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に対する侵害に関し、弊社は責任を負い
      ません。
３．  本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他
      軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替および外国貿易法」
      その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。
４．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての
      情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した製品または仕様等を予告なしに変更 
      することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業
      窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)
      などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
５．  本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに
      起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその責任を負いません。
６．  本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他
      応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独で評価するだけでなく、システム
      全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。弊社は、適用可否に
      対する責任は負いません。
７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、
      原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に
      危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・
      システムでの使用を意図して設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する
      製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際には、
      必ず事前に弊社営業窓口へご照会ください。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害 
      等について弊社はその責任を負いかねますのでご了承願います。
８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないでください。これら  
      の用途に使用されたことにより発生した損害等につきましては、弊社は一切の責任を負いません。
        １）生命維持装置。
        ２）人体に埋め込み使用するもの。
        ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行うもの。
        ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
      およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使用ください。弊社保証値を越えて製品
      をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。
１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が
      発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。弊社製品の故障または誤動作
      が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において
      冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウェアおよびソフトウェ
      ア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に
      マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システム
      としての安全検証をお願いいたします。
１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の
      事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本製品が剥がれることがなきよう、
      お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故に
      つきましては、弊社はその責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固く
      お断りいたします。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業
      窓口までご照会ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

 



 



 

 

 

重要事項 
 

・本エミュレータをご使用になる前に、必ずユーザーズマニュアルをよく読んで理解してください。 

 

・ユーザーズマニュアルは、必ず保管し、使用上不明な点がある場合は再読してください。 

 

エミュレータとは： 

 ここでいうエミュレータとは、株式会社ルネサス テクノロジ（以下、「ルネサス」という）、株式会社

ルネサス ソリューションズが製作した次の製品を指します。 

 (1) E10A-USB エミュレータ本体 

(2) デバッグ MCU ボード 

 お客様のユーザシステムおよびホストコンピュータは含みません。 

 
デバッグ MCU ボードの使用目的： 

 本デバッグ MCU ボードは、E10A-USB エミュレータとユーザシステムを接続するためのボードです。この

使用目的に従って、本デバッグ MCU ボードを正しく使用してください。この目的以外に本デバッグ MCU ボー

ドの使用を堅くお断りします。 

 

エミュレータを使用する人は： 

 本エミュレータは、ユーザーズマニュアルをよく読み、理解した人のみが使用してください。 

 特に、本エミュレータを初めて使用する人は、本エミュレータをよく理解し、使い慣れている人から指導

を受けることを強くお薦めします。 

 本エミュレータを使用する上で、電気回路、論理回路およびマイクロコンピュータの基本的な知識が必要

です。 

 
エミュレータご利用に際して： 

(1) 本エミュレータは、プログラムの開発、評価段階に使用する開発支援装置です。 

開発の完了したプログラムを量産される場合には、必ず事前に実装評価、試験などにより、お客様の

責任において適用可否を判断してください。 

(2) 本エミュレータを使用したことによるお客様での開発結果については、一切の責任を負いません。 

(3) 弊社は、本製品不具合に対する回避策の提示または、不具合改修などについて、有償もしくは無償の

対応に努めます。ただし、いかなる場合でも回避策の提示または不具合改修を保証するものではあり

ません。 

(4) 本エミュレータは、プログラムの開発、評価用に実験室での使用を想定して準備された製品です。国

内の使用に際し、電気用品安全法および電磁波障害対策の適用を受けておりません。 

(5) 本エミュレータは、UL などの安全規格、IEC などの規格を取得しておりません。 

したがって、日本国内から海外に持ち出される場合は、この点をご承知おき 

ください。 

(6) ルネサスは、潜在的な危険が存在するおそれのあるすべての起こりうる諸状況や誤使用を予見できま

せん。したがって、このユーザーズマニュアルと本エミュレータに貼付されている警告がすべてでは

ありません。お客様の責任で、本エミュレータを正しく安全に使用してください。 



 

  

 
使用制限について： 

 本エミュレータは、開発支援用として開発したものです。したがって、機器組み込み用として使用しない

でください。 

(1) 運輸、移動体用 

(2) 医療用（人命に関わる装置用） 

(3) 航空宇宙用 

(4) 原子力制御用 

(5) 海底中継用 

このような目的で本エミュレータの採用をお考えのお客様は、ルネサス テクノロジ、 

ルネサス ソリューションズ、ルネサス販売または特約店へ是非ご連絡頂きますようお願い致します。 

 

製品の変更について： 

ルネサスは、本エミュレータのデザイン、性能を絶えず改良する方針をとっています。 

したがって、予告なく仕様、デザインおよびユーザーズマニュアルを変更することがあります。 

 

権利について： 

(1) 本資料に掲載された情報、製品または回路の使用に起因する損害または特許権その他権利の侵害に関

しては、ルネサスは一切その責任を負いません。 

(2) 本資料によって第三者またはルネサスの特許権その他権利の実施権を許諾するものではありません。 

(3) このユーザーズマニュアルおよび当デバッグ MCU ボードは著作権で保護されており、すべての権利は

ルネサスに帰属しています。このユーザマニュアルの一部であろうと全部であろうといかなる箇所も、

ルネサスの書面による事前の承諾なしに、複写、複製、転載することはできません。 

 

図について： 

 このユーザーズマニュアルの図は、一部の実物と異なっていることがあります。 

 

 

 

 

 

 



 

 

安全事項 

 

シグナル・ワードの定義 
 ユーザーズマニュアルおよびエミュレータへの表示では、エミュレータを正しくご使用頂き、あなたや他の人々へ

の危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 
 安全事項では、その絵表示と意味を示し、本エミュレータを安全に正しくご使用されるための注意事項を

説明します。 

 ここに記載している内容を良く理解してからご使用ください。 

 

 これは、安全警告記号です。潜在的に、人に危害を与える危険に対し注意を喚起するために用いま
す。起こり得る危害又は死を回避するためにこの記号の後に続くすべての安全メッセージに従って

ください。 
 

危険� 危険は、回避しないと、死亡又は重傷を招く差し迫った危険な状況を示します。ただし、本
製品では該当するものはありません。 

 

警告� 警告は、回避しないと、死亡又は重傷を招く可能性がある潜在的に危険な状況を示します。 
 

注意�注意は、回避しないと、軽傷又は中程度の傷害を招くことがある潜在的に危険な状況を示しま
す。 

 

注意�安全警告記号の付かない注意は、回避しないと、財物損傷を引き起こすことがある潜在的に危

険な状況を示します。 
 

注、重要 は、例外的な条件や注意を操作手順や説明記述の中で、ユーザに伝達する場合に使用して 
 います。 



 

  

 

 

警告�
 

１．感電、火災等の危険防止および品質保証のために、お客様ご自身による修理や改造は行な

わないでください。故障の際のアフターサービスにつきましては、ルネサスまたはルネサ

ス特約店保守担当にお申し付けください。 

２．エミュレータまたはユーザシステムのパワーオン時、すべてのケーブル類の抜き差しを行

なわないでください。抜き差しを行なった場合、エミュレータとユーザシステムの発煙、

発火の可能性があります。 

また、デバッグ中のユーザプログラムを破壊する可能性があります。 

３．エミュレータまたはユーザシステムのパワーオン時、エミュレータとユーザシステムイン

タフェースボードおよびユーザシステムインタフェースボードとユーザシステム上の IC

ソケットの抜き差しを行なわないでください。 

抜き差しを行なった場合、エミュレータとユーザシステムの発煙、発火の可能性があり

ます。また、デバッグ中のユーザプログラムを破壊する可能性があります。 

４．ユーザシステムインタフェースボードとユーザシステム上の IC ソケットはピン番号を確

かめて正しく接続してください。接続を誤るとエミュレータとユーザシステムの発煙、発

火の可能性があります。 

５．SH7125 をご使用時は誤接続を行った場合に、以下のように電源端子がショートします。 
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  4 (Vcc) 52 (AVss)

270

  6 (Vss) 22 (Vcc)

22 (Vcc)   6 (Vss)   8 (VCL) 24 (Vss)

24 (Vss)   8 (VCL) 52 (AVss)   4 (Vcc)
 

 

 

 

 



 

 

ユーザ登録について 

ご購入頂いた際には WEB でのユーザ登録をお願いします。アフターサービスの情報としてのみ利用させて頂きます。 
なお、登録なき場合は、フィールドチェンジ、不具合情報の連絡等の保守サービスが受けられなくなりますので、必

ずご登録頂きますようお願いいたします。 
 http://tool-support.renesas.com/jpn/toolnews/registration/index.html 
上記アドレスにアクセスをお願いいたします。 
（ユーザ登録に関するお問合せ先：regist_tool@renesas.com） 
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1. 製品概要 

 

1.1 はじめに 

 

High-performance Embedded Workshopは、ルネサスのマイクロコンピュータ用に、C/C++言語およびアセンブリ

言語で書いたアプリケーションの開発およびデバッグを簡単に行うためのグラフィカルユーザインタフェースを

提供します。アプリケーションを実行するエミュレータのアクセス、測定、および変更に関して、High-performance 

Embedded Workshopは高機能でしかも直観的な手段を提供することを目的としています。 

 

本システムは、ルネサスオリジナルマイクロコンピュータを使用したシステムの開発をソフトウェア、ハード

ウェアの両面からサポートする支援装置です。 

デバッグMCUボードは、ユーザシステム上の ICソケットを経由して、ユーザシステムに接続します。このた

め完成した製品に近い形態でデバッグを行うことができます。また、E10A-USBエミュレータと組み合わせるこ

とにより、USB1.1/2.0(Full-Speed)を搭載しているパーソナルコンピュータ（IBM PC互換機）をホストコンピュー

タにして実験室、フィールドと場所を選ばずデバッグを行うことができます。 
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図 1.1   デバッグ MCUボードを使用したシステム構成外観 
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デバッグMCUボードの特長は、以下の通りです。 

 

(1) コストパフォーマンスに優れたインサーキットエミュレータ 

E10A-USBエミュレータと組み合わせることにより、ユーザ端子をデバッグインタフェース(H-UDI)に占有さ

れることなく、安価にユーザシステムのデバッグが可能です。 

デバッグMCUボードのAUD機能を使用することにより、大容量のリアルタイムトレースや指定した範囲内の

メモリアクセス（メモリアクセスアドレスやメモリアクセスデータ）をトレース取得するウィンドウトレー

ス機能をサポートします。 

(2) リアルタイムエミュレーション 

CPUの最高動作周波数でのリアルタイムエミュレーションができます。 

(3) 優れた操作性を実現 

Microsoft®Windows®2000、Microsoft®Windows®XP環境下で動作するHigh-performance Embedded Workshop

の使用により、マウスなどのポインティングデバイスを用いて、ユーザプログラムのデバッグが可能です。

また、High-performance Embedded Workshopを使用して、ロードモジュールファイルを高速にダウンロードで

きます。 

(4) 製品形態でのユーザシステムのデバッグ 

ユーザシステム完成時の製品形態に近い状態でユーザシステムのデバッグを行うことができます。 

(5) コンパクトなデバッグ環境 

ノート型パソコンをホストコンピュータとして使用でき、場所を選ばずデバッグ環境を作成することができ

ます。 
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注意�
 

デバッグ MCU ボードをお使いになる前に、以下の注意事項を必ず確認してください。 誤った使い

方は、デバッグ MCU ボード、ユーザプログラムおよびユーザシステムの破壊につながります。 

1.  製品を梱包箱から取り出し、納入品明細書に示されているものがそろっているか、確認してください。 

2.  製品に重量物を上積みするなどして、無理な力を加えないでください。 

3.  製品に過大な物理的衝撃を与えないでください。「1.5 使用環境条件」を参照してください。 

4. デバッグMCUボードに、指定された電圧、電源周波数以外の電源を供給しないでください。 

5. ホストコンピュータまたはユーザシステムの設置場所を移動する場合は、本製品に強い振動、衝撃が加わら

ないように注意してください。 

6. ケーブルを接続した後は、接続位置が正しいことを再度確認してください。接続方法については、「2 セッ

トアップ」を参照してください。 

7. すべてのケーブルを接続し終えてから、接続した各装置へ電源を投入してください。また、電源が入ってい

るときにケーブルの接続および取り外しをしないでください。 
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1.2 梱包内容 

 

梱包を解いた後、梱包品がそろっているか確認してください。デバッグMCUボードの梱包品は、「1.3 デバッ

グMCUボードの構成品」を参照してください。確認した結果、梱包品に不足がありましたら、ルネサス販売また

は特約店、ルネサス テクノロジ コンタクトセンタ（csc@renesas.com）までご連絡ください。 

 

1.3 デバッグ MCUボードの構成品 

 

デバッグMCUボードは、SH7125グループ（SH7125）、SH7124グループ(SH7124)をサポートしています。 

表 1.1に、デバッグMCUボードの構成品を示します。 

デバッグMCUボード本体とユーザシステムインタフェースボードは、FFCケーブルによって接続された状態

で梱包されています。接続は取り外さないでください。 

 

表 1.1 デバッグ MCUボードの構成品 

分

類 

品名 構成品外観 数量 備考 

デバッグ MCUボード 

本体 

 

1 縦：80.0 mm、横：85.0 mm、 

高さ：22.3 mm、質量：55.2 g  

 

※デバッグ MCUボード本体とユーザシステ

ムインタフェースボードは、FFCケーブルに

よって接続された状態で梱包されています。

接続は取り外さないでください。 

FFCケーブル 2 長さ：150.0 mm、質量：1.4 g 

 

ユーザシステム 

インタフェースボード 

 

1 縦：35.0 mm、横：37.5 mm、 

高さ：8.8 mm、質量：6 g 

 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

電源ケーブル 1 長さ：0.5 m 
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表 1.1 デバッグ MCUボードの構成品（つづき） 

分

類 

品名 構成品外観 数量 備考 

 

1 NBSOCKET064SE-RE41Nまたは 

NBSOCKET052SE-RE41N 

※サポートデバイスにより、添付される ICソ

ケットが異なります。 

 

ユーザシステムへ実装してください。 

ICソケット 

 

1 NWPLUG064SE-RE01または 

NWPLUG052SE-RE01 

※サポートデバイスにより、添付される ICソ

ケットが異なります。 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

ユーザーズマニュアル 

 

1 SH7125グループ，SH7124グループ用デバ

ッグ MCUボード取扱い説明書（本取り扱い

説明書） 
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注意 

１．ユーザシステムとデバッグ MCU ボードを接続するためには次の IC ソケットを使用してくださ

い。     

 

SH7125(パッケージコード：PVQN0064LB-A)対応 IC ソケット 

    東京エレテック株式会社製  NBSOCKET064SE-RE41N 

    東京エレテック株式会社製  NWPLUG064SE-RE01 

SH7124(パッケージコード：PVQN0052LE-A)対応ICソケット 

    東京エレテック株式会社製  NBSOCKET052SE-RE41N 

    東京エレテック株式会社製  NWPLUG052SE-RE01 

 

２．ユーザシステムにデバッグ MCU ボードを接続せず、製品マイコンを実装するためには次の IC

ソケットを使用してください。デバッグ MCU ボードに NLPACK 及び NSSOCKET は添付していませ

んので、御使用になる場合は別途購入してください。 

 

SH7125(パッケージコード：PVQN0064LB-A)対応 IC ソケット 

    東京エレテック株式会社製  NBSOCKET064SE-RE41N 

    東京エレテック株式会社製  NLPACK064SE-RE01 

    東京エレテック株式会社製  NSSOCKET064SE-RE01 

SH7124(パッケージコード：PVQN0052LE-A)対応ICソケット 

    東京エレテック株式会社製  NBSOCKET052SE-RE41N 

    東京エレテック株式会社製  NLPACK052SE-RE01 

    東京エレテック株式会社製  NSSOCKET052SE-RE01 
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1.4 ハードウェア構成 

デバッグMCUボードは、図 1.2に示すようにデバッグMCUボード本体、FFCケーブル、ユーザシステムイン

タフェースボード、電源ケーブルで構成され、ホストコンピュータとは E10A-USBエミュレータを経由して USB 

1.1/2.0(Full-Speed)で接続します。 

ホストコンピュータ、E10A-USBエミュレータ及び外部電源は、別途ご用意頂く必要があります。 

 

 

 
 

図 1.2   デバッグ MCUボードのハードウェア構成 
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1.4.1 デバッグ MCUボード本体の構成 

 

デバッグMCUボード本体における各部の名称を下記に示します。 

(1) デバッグMCUボード本体上面の構成(1) 

 

 

図 1.3   デバッグ MCUボード本体の上面(1) 

 
(a) 外部電源 LED表示 ： ”BOARD POWER”と表示してある LEDです。点灯時は電源ケーブルより外部電源が供給

されていることを示しています。 

(b) ユーザ VCC LED表示 ： ”USER VCC”と表示してある LEDです。点灯時はユーザシステムより MCUの VCC端子

へ電源が供給されていることを示しています。 

(c) ユーザ AVCC LED表示 ： ”USER AVCC”と表示してある LEDです。点灯時はユーザシステムより MCUの AVCC端

子へ電源が供給されていることを示しています。 

(d) リセット LED表示 ： ”RST”と表示してある LEDです。点灯時は MCUへリセット信号が入力されていることを

示しています。 
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(2) デバッグMCUボード本体上面の構成(2) 

 

 

図 1.4   デバッグ MCUボード本体の上面(2) 

 
(a) 電源選択スイッチ ： デバッグ MCUボードへ供給する電源を選択するスイッチです。 

“EXTERNAL”を選択した場合、外部電源を使用して動作します。 

“USER SYSTEM”を選択した場合、ユーザシステム上の VCC電源を使用して動作します。 

(b) クロック選択ジャンパ ： デバッグ MCUボード上のマイコンへ入力するクロックを選択するジャンパです。 

“XTAL”を選択した場合、デバッグ MCUボード上の水晶発振子を入力クロックとして使用

します。”USER CLK”選択した場合、ユーザシステム上の EXTAL端子から入力されたクロ

ックを使用します。 

(c) 水晶発振子取り付け端子 ： クロック選択ジャンパで”XTAL”を選択時に、外部クロックを供給するための水晶発振子を

取り付ける端子です。 

(d) リセットスイッチ ： デバッグ MCUボードへ手動でリセットを入力するためのスイッチです。 

(e) ユーザシステム入力信号

有効/無効スイッチ 

： ユーザシステムより入力された、/RES信号及び NMI信号の有効/無効、及びユーザシステ

ムとの接続/未接続を選択するスイッチです。 
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(3) デバッグMCUボード本体上面の構成(3) 

 

 

図 1.5   デバッグ MCUボード本体の上面(3) 

 
(a) 電源ケーブル接続用 

コネクタ 

： デバッグ MCUボードと外部電源用の電源ケーブルを接続するためのコネクタです。 

(b) H-UDIインタフェース 

コネクタ(36ピン） 

： デバッグ MCUボードと E10A-USBエミュレータの 36ピンケーブルを接続するためのコ

ネクタです。 

(c) H-UDIインタフェース 

コネクタ(14ピン) 

： デバッグ MCUボードと E10A-USBエミュレータの 14ピンケーブルを接続するためのコ

ネクタです。 

(d) ユーザシステム 

  インタフェースコネクタ 1

： デバッグ MCUボード本体と FFCケーブルを接続するためのコネクタです。 

【注】出荷時には FFCケーブルが接続されています。ケーブルは外さないでください。 
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(4) デバッグMCUボード本体下面の構成 

 

 

図 1.6   デバッグ MCUボード本体の下面 

 
(a) ユーザシステム 

  インタフェースコネクタ 2

： デバッグ MCUボード本体と FFCケーブルを接続するためのコネクタです。 

【注】出荷時には FFCケーブルが接続されています。ケーブルは外さないでください。 
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1.4.2 ユーザシステムインタフェースボードの構成 

 

ユーザシステムインタフェースボードにおける各部の名称を下記に示します。 

 

 

(a) (b)

(1) 

(c)

(2) 

 
 

図 1.7   ユーザシステムインタフェースボード 

 
(a) ユーザシステム 

  インタフェースコネクタ 1

： ユーザシステムインタフェースボードと FFCケーブルを接続するためのコネクタです。 

【注】出荷時には FFCケーブルが接続されています。ケーブルは外さないでください。 

(b) ユーザシステム 

  インタフェースコネクタ 2

： ユーザシステムインタフェースボードと FFCケーブルを接続するためのコネクタです。 

【注】出荷時には FFCケーブルが接続されています。ケーブルは外さないでください。 

(c) ユーザシステム 

    接続用コネクタ 

： ユーザシステムを接続するためのコネクタです。 
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1.5 使用環境条件 
 

注意�
 

デバッグ MCU ボードを使用する場合、表 1.6、および表 1.7 に示す条件を守ってください。この

条件を満たさない状態でデバッグ MCU ボードを使用した場合、デバッグ MCU ボード、ユーザプロ

グラムおよびユーザシステムが正常に動作しない場合があります。 

 

表 1.6 使用環境条件 

項番 項目 仕様 

1 温度 動作時         ：    10～35℃  

非動作時       ：    -10～50℃ 

2 湿度 動作時         ：    35～80%RH 結露なし 

非動作時       ：    35～80%RH 結露なし 

3 振動 動作時         ：    最大 2.45m/s2 

非動作時       ：    最大 4.9m/s2 

梱包輸送時     ：    最大 14.7m/s2  

4 周囲ガス 腐食性ガスのないこと  

 

表 1.7 動作環境 

項番 項目 動作環境  

1 ホストコンピュータ E10A-USBエミュレータの動作環境条件を満たす 

IBM PCおよびその互換機 

2 エミュレータ ルネサスマイクロコンピュータ開発装置 

E10A-USBエミュレータ 

(HS0005KCU01H又は HS0005KCU02H) 

3 電源 DC5V ± 10% 

4 消費電流 300mA(max) 
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2. セットアップ 

2.1 デバッグ MCUボード使用までのフローチャート 

デバッグMCUボードを使用するにあたって、梱包を解いた後下記の手順で準備を行ってください。 

 

警告�
 

準備を行う前に図 2.1 中のアミのかかっている参照先をすべてよく読んで理解してください。誤っ

た使い方は、デバッグ MCU ボード、ユーザプログラムおよびユーザシステムの破壊につながります。 
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図 2.1   デバッグ MCUボード使用フローチャート 
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2.2 デバッグ MCUボードのセットアップ 

 

デバッグMCUボードを使用するためには、別途 E10A-USBエミュレータをご用意頂く必要があります。本章

では、デバッグMCUボードと E10A-USBエミュレータ及びユーザシステムインタフェースボードの接続方法に

ついてご説明します。 

接続時には、ホストコンピュータの電源がオフになっているか、E10A-USBエミュレータが USBケーブルでホ

ストコンピュータと接続されていないことを確認してください。 

また、デバッグMCUボード及びユーザシステムに電源が供給されていないことを確認してください。 

 

2.2.1 デバッグ MCUボードと E10A-USBエミュレータの接続 

 

以下に示す手順でデバッグMCUボードと E10A-USB エミュレータを接続してください。 

1. 図2.2のように、E10A-USBエミュレータのユーザ側側面のコネクタにE10A-USBエミュレータに付属されてい

るユーザインタフェースケーブル(14ピンケーブルまたは36ピンケーブル)を接続してください。 

 

 

図 2.2   E10A-USBエミュレータとユーザインタフェースケーブルの接続 

2. 図2.3、図2.4のようにユーザインタフェースケーブルの14ピンコネクタまたは36ピンコネクタをデバッグ

MCUボード上のH-UDIインタフェースコネクタに接続してください。 

36ピンコネクタの場合はCN2、14ピンコネクタの場合はCN3へ接続してください。 
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図 2.3   デバッグ MCUボードとユーザインタフェースケーブル(36ピン)の接続 

 

 

図 2.4   デバッグ MCUボードとユーザインタフェースケーブル(14ピン)の接続 
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2.2.2 ユーザシステムへの接続 
 

以下に示す手順でデバッグMCUボードとユーザシステムを接続してください。 
 

警告�
 

ユーザシステムインタフェースボードの接続、取り外しを行なう場合は、必ずエミュレータ、

デバッグ MCU ボード本体およびユーザシステムの電源全てをオフにし、IC ソケットのピン番号

を確かめて作業してください。 

電源がオンの状態で作業を行なったり、接続を誤ると、エミュレータ、デバッグ MCU ボード本

体、ユーザシステムインタフェースボード、ユーザシステムの破壊の可能性があります。 

 

1. NBSOCKETをユーザシステムに１ピンの位置を確認した上で実装（はんだ付け）します。 NBSOCKETの1

ピン位置は切り欠きのある角となります。 

 

注意�
 

はんだ付け前に IC ソケットの底面にあるガイド部をエポキシ樹脂系の接着剤でユーザシステ

ムに固定してください。また、はんだ付けされるリードの端面には必ずフィレットが生成され

るようにしてください（はんだの量を通常より多めに調整してください）。 

 

2. NWPLUGをユーザシステム上のNBSOCKETに差し込みます。 NWPLUGはソケットの4隅にガイドピンがあ

ります。NBSOCKETとの接続時には1ピン及びその対角位置の穴とガイドピンが合うように差し込んでくだ

さい。（図2.5参照） 

 

注意�
 

必ず１ピンを確認してから接続してください。   

SH7125 をご使用時は誤接続を行なった場合に、以下のように電源端子がショートします。 

 

90

  4 (Vcc) 52 (AVss)

270

  6 (Vss) 22 (Vcc)

22 (Vcc)   6 (Vss)   8 (VCL) 24 (Vss)

24 (Vss)   8 (VCL) 52 (AVss)   4 (Vcc)
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3. ユーザシステムインタフェースボードを、NWPLUGに１ピンの位置を確認した上で差し込みます。ユーザイ

ンタフェースボードに実装されているICソケットの1ピン位置は切り欠きのある角となります。（図2.5参照） 

 

 

図 2.5   ユーザシステムへの接続 
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2.2.3 電源選択スイッチの設定 

 

デバッグMCUボードは、電源として外部電源(DC5V)又はユーザシステム上の VCC電源を選択することができ

ます。表 2.1を参考に、使用する電源を選択してください。 

 

 
 

図 2.6   電源選択スイッチ 

 

表 2.1   電源選択スイッチ対応表 

シルク表示 使用する電源 

EXTERNAL 電源ケーブルに接続された外部電源を使用します （出荷時） 

USER SYSTEM ユーザシステムの VCCを電源に使用します 
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2.2.4 電源ケーブルの接続 

 

電源選択スイッチを”EXTERNAL”に設定した場合は、デバッグMCUボードに電源ケーブルを接続し、外部よ

り電源を供給する必要があります。図 2.7のように、デバッグMCUボード上の電源ケーブル接続用コネクタと電

源ケーブルを接続してください。 

電源選択スイッチを”USER SYSTEM”に設定した場合は、ユーザシステムの VCC電源を使用してデバッグMCU

ボードが動作しますので、電源ケーブルを接続する必要はありません。 

 

 

図 2.7   デバッグ MCUボードと電源ケーブルの接続 
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2.2.5 クロック選択ジャンパの設定 

 

デバッグMCUボードは、MCUへ供給するクロック源として、ユーザシステムからの EXTAL入力又はデバッ

グMCUボードに実装する水晶発振子を選択することができます。表 2.2を参考に、使用するクロックを選択して

ください。 

 

 

図 2.8   クロック選択ジャンパ 

 

表 2.2  クロック選択ジャンパ対応表 

シルク表示 ジャンパピン（SW3） 使用するクロック 

XTAL  1-2ピンをショート デバッグ MCUボード上に実装した水晶発振子を使用します 

USER CLK  2-3ピンをショート ユーザシステムの EXTAL入力を使用します (出荷時) 

 

【注】  “XTAL”を選択した場合は、デバッグ MCUボード上の水晶発振子取り付け端子(X1)に水晶発振子を実装してください。

水晶発振子は別途ご用意頂く必要があります。 
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2.2.6 水晶発振子の実装 

 

クロック選択ジャンパを”XTAL”に設定した場合は、水晶発振子をデバッグMCUボードに実装する必要があり

ます。図 2.9のように、デバッグMCUボード上の水晶発振子取り付け端子に水晶発振子を差し込んでください。 

 

 

図 2.9   水晶発振子の実装 
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2.2.7 ユーザシステム入力信号有効/無効スイッチの設定 

 

デバッグMCUボードは、ユーザシステムから入力された/RES及び NMI信号に対して、それぞれ有効/無効を

設定することができます。また、本スイッチにてユーザシステムとの接続/未接続を設定する必要があります。表

2.3を参考に、有効/無効を設定してください。 

 

図 2.10   ユーザシステム入力信号有効/無効スイッチ 

表 2.3  ユーザシステム入力信号有効/無効スイッチ対応表 

シルク表示 
  SW2上の番

号 
ENABLE DISABLE 

UNMI 1 NMI入力を有効にします（出荷時） NMI入力を無効にします 

URES 2 /RES入力を有効にします(出荷時) /RES入力を無効にします 

UCON 3 
ユーザシステムを接続して動作させる

時に設定してください（出荷時） 

デバッグ MCUボード単体で動作

させる時に設定してください 

－ 4 切り替えないでください(出荷時) 切り替えないでください 

 

【注】 “UCON”のスイッチを DISABLEに設定することにより、デバッグ MCUボードにユーザシステムを接続していない状態

でも、起動することが可能となります。 

 “2.4 デバッグ MCUボード単体動作時のセットアップ”を参考に設定を行い、ユーザシステム設計前の簡易評価に利用

してください。 
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2.2.8 システムグランド系の接続 

 

警告�
 

システムグランドは必ずユーザシステム上で、フレームグランドとシグナルグランドを切り離し

てください。フレームグランドとシグナルグランドを接続した状態でエミュレータを接続すると、

グランド電位の差により発煙、発火、感電の危険性があります。 

 

E10A-USBエミュレータとデバッグMCUボードのシグナルグランドは、ユーザシステムのシグナルグランドに

接続されます。 

エミュレータ内部では、シグナルグランドとフレームグランドが接続されています。ユーザシステムでは、シ

グナルグランドとフレームグランドを接続せず、フレームグランドだけを接地してください。（図 2.11） 

ユーザシステム内でフレームグランドとシグナルグランドを切り離すのが難しい場合、ホストコンピュータの

DC電源入力（ACアダプタ）の GND電位とユーザシステムの FGを同電位にしてください。ホストコンピュータ

とターゲットシステムの GNDに電位差がある場合、インピーダンスが低い GNDラインに過電流が流れ、細いラ

インの焼損などの危険性があります。 

 

���

��������

 

図 2.11   システムグランド系の接続 
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2.3 E10A-USBのセットアップ 

 

2.3.1 E10A-USBエミュレータの DIPスイッチ設定 

 

以下に示す手順で E10A-USB エミュレータの DIPスイッチを設定してください。 

1. 図2.12のように、E10A-USBエミュレータの上面右下にある、スライドスイッチカバーを右側にスライドさせ、

開いてください。 

2.  DIPスイッチ（SW1,SW2,SW3）を全てON（1側）に設定してください。 

 

ON OFF2 31

2 31
ACT

U
S

B
 I

/F

E10A
USB

 

図 2.12   E10A-USBエミュレータの DIPスイッチ設定 
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2.3.2 CD-Rについて 

デバッグMCUボード用エミュレータソフトウェアは、E10A-USBエミュレータに添付されている CD-R内に収

録されています。 

CD-RのルートディレクトリにはデバッグMCUボードエミュレータソフトウェアインストール用プログラムが

含まれています。 

その他、各フォルダには下記に示すファイルおよびプログラムが含まれます。 

表 2.4   CD-Rフォルダ内容 

フォルダ名 内容 備考 

Dlls Microsoft®ランタイムライブラリ High-performance Embedded Workshopを動作させるために

必要なランタイムライブラリです。インストール時にバージョ

ンのチェックを行い、必要に応じてハードディスクにコピーさ

れます。 

Drivers E10A-USBエミュレータ用ドライバ E10A-USBエミュレータ用 USBドライバです。 

Help E10A-USBエミュレータオンライン

ヘルプ 

オンラインヘルプです。インストール時にハードディスクにコ

ピーされます。 

Manual E10A-USBエミュレータマニュアル E10A-USBエミュレータユーザーズマニュアルです。 PDF文

書で提供しています。 

 

CD-Rのルートディレクトリから HewInstMan.exeを実行しインストールウィザードを起動してください。イン

ストールウィザードに従いインストールを行ってください。インストールするデバイスグループ選択ウィザード

では、SH-2デバイスグループを選択してください。 

 

【注】 Windows®XPをご使用の場合ドライバのインストール時にWindows®ロゴテストについての警告が表示されますが問

題ありません。[続行]を選択し、ドライバのインストールを進めてください。 
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2.3.3 ホストコンピュータとの接続 

E10A-USBエミュレータとホストコンピュータを接続する方法を説明します。なお、E10A-USBエミュレータ本

体における各コネクタの位置は、「SuperHファミリ用 E10A-USBエミュレータ ユーザーズマニュアル」を参照

してください。 

 

【注】 1. 「新しいハードウェアの追加ウィザード」が表示された場合、[使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推

奨）]を選択し、検索場所として[検索場所の指定]を選択してください。検索場所は、「<ドライブ>:¥DRIVERS」

を指定してください。 

  （<ドライブ>は CDドライブのドライブ名です。） 

 2. Windows®XPをご使用の場合、ドライバのインストール時にWindows®ロゴテストについての警告が表示されま

すが問題ありません。[続行]を選択し、ドライバのインストールを進めてください。 

 

【留意事項】 

 E10A-USBエミュレータ装着前に、必ずエミュレータソフトウェアのインストールを行ってください。 

 

警告�
 

ユーザシステムの電源投入時、USB インタフェースケーブルを除くケーブル類の抜き差し

は、一切行わないでください。抜き差しを行った場合、E10A-USB エミュレータとユーザ

システムの発煙発火の可能性があります。また、デバッグ中のユーザプログラムの破壊

の可能性があります。 
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E10A-USBエミュレータは、ホストコンピュータと USB 1.1で接続できます。また、USB2.0準拠の USBポートに

も接続できます。システム構成を図 2.13に示します。 

 

 

図 2.13   E10A-USBエミュレータのホストコンピュータ接続システム構成 

 

2.3.4 E10A-USBエミュレータのセットアップ 

次に、E10A-USBエミュレータのセットアップをします。 

「SuperHファミリ用 E10A-USBエミュレータ ユーザーズマニュアル」の「3.10 E10A-USBエミュレータのセッ

トアップ」及び「3.11 システムチェック」を参照し、E10A-USBエミュレータのファームウェアをセットアップ

してください。 

 
 

2.3.5 High-performance Embedded Workshopの起動 

High-performance Embedded Workshop起動以降の手順は、「SuperHファミリ用 E10A-USBエミュレータ ユーザ

ーズマニュアル」の「4章 デバッグの準備をする」に記載されています。4章を参考に起動を行ってください。 
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2.4 デバッグ MCUボード単体動作時のセットアップ 

 

デバッグMCUボードは、ユーザシステムを接続していない状態でも、起動することが可能なため、 

ユーザシステム設計前の簡易評価にも利用することができます。 

 

 
 

2.4.1 デバッグ MCUボードのスイッチ設定 

デバッグMCUボードを単体で動作させるためには、以下に示すデバッグMCUボードのスイッチを設定後、

High-performance Embedded Workshopを起動してください。 

 

1. デバッグMCUボード単体動作時の電源は、外部電源のみをサポートします。 電源選択スイッチ

を”EXTERNAL”に設定し、電源ケーブル接続用コネクタから外部電源(DC5V)を供給してください。 

2. デバッグMCUボード単体動作時のクロック源は、デバッグMCUボード上の水晶発振子のみをサポートしま

す。 クロック選択ジャンパを”XTAL”に設定し、水晶発振子取り付け端子に水晶発振子を差し込んでくださ

い。 

3. デバッグMCUボード単体動作時には、ユーザシステム入力信号有効/無効スイッチを設定する必要がありま

す。  

ユーザシステム入力信号有効/無効スイッチの”UCON” ”URES” ”UNMI”を”DISABLE”側へ切り替えてくださ

い。 

 

警告�
 

１．デバッグ MCU ボードのスイッチ設定を行なう場合は、必ず E10A-USB エミュレータと

ホストコンピュータとの接続及びデバッグ MCUボードの電源をオフにしてください。 

電源がオンの状態で作業を行なうと、E10A-USB エミュレータ、デバッグ MCU ボード

本体、ユーザシステムインタフェースボードを破壊する可能性があります。 

２．デバッグ MCU ボード単体動作時には、ユーザシステムインタフェースボード裏面の

ユーザシステム接続用コネクタ端子が、未接続の状態になります。 

  コネクタ端子のショートを防止する為、必ずユーザシステムインタフェースボード

の下に絶縁物を敷いてください。 
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2.4.2 デバッグ MCUボードへのリセット入力 

High-performance Embedded Workshopの起動時やデバッグ時等、デバッグMCUボード単体動作時にリセット信

号を入力する必要がある場合は、デバッグMCUボード上のリセットスイッチから手動でリセット信号を入力する

ことができます。表 2.5を参考に、リセット信号を入力してください。 

 

 

 
 

図 2.14   リセットスイッチ 

 

表 2.5  リセットスイッチ対応表 

SW4設定 デバッグ MCUボードへのリセット入力 

シルクの”3”側へスイッチを倒した時 リセットスイッチによるリセット入力が解除されます(出荷時) 

シルクの”1”側へスイッチを倒した時 リセットスイッチによるリセットが入力されます 

 

【注】  本リセットスイッチは、デバッグ MCUボードに対して手動でリセット信号を入力する為のスイッチです。ユーザシ

ステム接続時にも、本リセットスイッチによりデバッグ MCUボードへリセット入力をすることが可能ですが、ユーザ

システムに対してはリセット出力されませんのでご注意ください。 
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3. ハードウェア仕様 

 

3.1 デバッグ MCUボードの外形寸法 

図 3.1～図 3.3にデバッグMCUボードの外形寸法を示します。 

 

 

図 3.1  デバッグ MCUボードの外形寸法図 

 

 

図 3.2  デバッグ MCUボード本体の外形寸法図 
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図 3.3  ユーザシステムインタフェースボードの外形寸法図 

3.2 ユーザシステムインタフェースボード接続時の寸法 

図 3.4にユーザシステムインタフェースボードをユーザシステムに接続した場合の寸法を示します。 

 

 

図 3.4  ユーザシステムインタフェースボード接続時のユーザシステムとの寸法 
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3.3 ユーザシステムのマウントパッド設計例 
 

ICソケットを使用する場合のユーザシステムのマウントパッド設計例を図 3.5に示します。 

なお、図 3.5のマウントパッド設計例は、MCU実装用マウントパッド設計例と同一です。 

詳細は「ルネサス面実装形パッケージ実装マニュアル 2.2 実装基板設計」を参照してください。 
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図 3.5 マウントパッド設計例 
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3.4 MCUを ICソケットに実装する場合 
 

注意�
 

 １．必ず１ピンを確認してから接続してください。 

 ２．ドライバの先端はネジの十字溝にきちんと合うものを必ず使用してください。 

 ３．ネジの締めつけ方は、締めつける力が急激に変化した時点で締めつけを中止してください（ト

ルク設定作業が行なえる場合は、0.054N・m 以下を目安としてください）。必要以上にネジ

を締めつけた場合、ソケットのネジ山が破損したり、IC ソケット側のはんだクラックによる

接触不良が生じたりすることがありますので、注意してください。 

 ４．使用中に導通がなくなった場合は、IC ソケットはんだ付け部分にクラックが発生した可能性

があります。テスタなどで導通を確認しその箇所を再度はんだ付けしてください。 

 

MCUをユーザシステムに実装する場合は、以下に示す手順で実装してください。 

1. NBSOCKETをユーザシステムに１ピンの位置を確認した上で実装（はんだ付け）します。 

NBSOCKETの1ピン位置は切り欠きのある角となります。 

2. MCUの１ピン位置を確認した上でNLPACKへ実装し、上蓋を４つのネジ（M2.0×8mm）で固定します。 

3. NSSOCKET及びMCUを実装したNLPACKをユーザシステム上のNBSOCKETに１ピンの位置を確認した上で

差し込みます。（図3.6参照） 

 

注意�
 

ユーザシステムにデバッグ MCU ボードを接続せず、製品マイコンを実装するためには次の IC ソケッ

トが必要です。デバッグ MCU ボードに NLPACK 及び NSSOCKET は添付していませんので、御使用にな

る場合は別途購入してください。 

 

SH7125(パッケージコード：PVQN0064LB-A)対応 IC ソケット 

    東京エレテック株式会社製  NBSOCKET064SE-RE41N 

    東京エレテック株式会社製  NLPACK064SE-RE01 

    東京エレテック株式会社製  NSSOCKET064SE-RE01 

SH7124(パッケージコード：PVQN0052LE-A)対応ICソケット 

    東京エレテック株式会社製  NBSOCKET052SE-RE41N 

    東京エレテック株式会社製  NLPACK052SE-RE01 

    東京エレテック株式会社製  NSSOCKET052SE-RE01 
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図 3.6 MCUをユーザシステムに実装する場合 
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3.5 ユーザシステムインタフェース回路 

図 3.7～図 3.12にユーザシステムインタフェース回路を示します。プルアップ抵抗の値などを決めるときに参考

にしてください。 
 

SH7124/SH7125

MD1
MD0

FWE

Vcc

47

MD1
MD0

FWE

 

N.C.

N.C.

 

図 3.7  ユーザインタフェース回路(1) 

 

_WDTOVF _WDTOVF

SH7124/SH7125

Vcc

47 k

  

図 3.8  ユーザインタフェース回路(2) 
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AHC14 AHC14

NMI NMI

_RES _RES

Vcc

47 k

Vcc

47 kHC08HC08
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AHC14 AHC14

SH7124/SH7125
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図 3.9  ユーザインタフェース回路(3) 
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図 3.10  ユーザインタフェース回路(4) 
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PF(7:0) PF(7:0)
DALC112S1AVcc

ASEBCK

_ASEBRK _ASEBRK/_ASEBRKAKN.C.

SH7124/SH7125

 

T2

Vcc

47

Vcc

47
CN2

CN3

_ASEBRKAK

 

図 3.11  ユーザインタフェース回路(5) 

 

PA(15:0),PB(3:1),
 PB5,PB16,PE(15:0)

SH7124/SH7125

PA(15:0),PB(3:1),
 PB5,PB16,PE(15:0)

 

図 3.12  ユーザインタフェース回路(6) 
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3.6 ユーザシステムインタフェースのディレイ時間 

_RES信号及び NMI信号はエバチップユニット上の論理を介してユーザシステムに接続されますので、ユーザ

システムからデバイスに信号が入力されるまで、表 3.1に示すディレイ時間が生じます。 
 

表 3.1 エバチップユニット経由信号のディレイ時間 

No 信号名 ディレイ時間（ns） 

1 _RES 20 

2 NMI 10 
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4. 保守と保証 

 

第 4章では、本エミュレータの保守方法と保証内容、修理規定と修理の依頼方法を説明しています。 

 

4.1 ユーザ登録 

ご購入頂いた際にはWEBでのユーザ登録をお願いします。 

ユーザ登録については、本ユーザーズマニュアルの「ユーザ登録について」にしたがって行ってください。 

 

4.2 保守 

1. 本製品に埃や汚れが付着した場合は、乾いた柔らかい布で拭いてください。シンナーなどの溶剤を使用した

場合は、塗装が剥げたりしますので、使用しないでください。 長時間使用しない時は、安全のため電源プラ

グをコンセント等から抜いて保管してください。 

 

4.3 保証内容 

本ユーザーズマニュアルの「重要事項」を守った正常な使用状態のもとで、購入後 1年以内に故障した場合は、

無償修理または、無償交換致します。 

但し、次の項目による故障の場合は、ご購入から 1年以内でも有償修理または、有償交換と致します。 

• 製品の誤用、濫用または、その他異常な条件下での使用 

• 弊社以外のものによる改造、修理、保守または、その他の行為 

• ユーザシステムの不備または、誤使用 

• 火災、地震または、その他の事故 

その際は、ご購入された販売元の担当者へご連絡ください。なお、レンタル中の製品は、レンタル会社または、

貸し主とご相談ください。 
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4.4 修理規定 

(1) 有償修理 

ご購入後 1年を超えて修理依頼される場合は、有償修理となります。 

 

(2) 修理をお断りする場合 

次の項目に該当する場合には、修理でなく、ユニット交換または、新規購入頂く場合があります。 

• 機構部分の故障、破損 

• 塗装、メッキ部分の傷、剥がれ、錆 

• 樹脂部分の傷、割れなど 

• 使用上の誤り、不当な修理、改造による故障、破損 

• 電源ショートや過電圧、過電流のため電気回路が大きく破損した場合 

• プリント基板の割れ、パターン焼失箇所 

• 修理費用より交換の費用が安くなる場合 

• 不良箇所が特定できない場合 

 

(3) 修理期間の終了 

製品生産中止後、1年を経過した場合は修理不可能な場合があります。 

 

(4) 修理依頼時の輸送料など、 

修理依頼時の輸送費などの費用は、お客様でご負担願います。 
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4.5 修理依頼方法 

エミュレータの故障と診断された場合には、以下の手順にて修理を依頼してください。 

 

お客様：故障発生 

添付の「故障症状調査書」に必要事項をご記入の上、故障症状調査書と故障したエミュレータを販売

元まで送付してください。 

「故障症状調査書」は、迅速な修理を行うためにも詳しく記入してください。 

 

注意�
 

エミュレータの輸送方法に関して：  

●修理のために本エミュレータを輸送される場合、本エミュレータの梱包箱、クッション材を用い

て精密機器扱いで発送してください。エミュレータの梱包が不十分な場合、輸送中に損傷する恐れ

があります。やむをえず他の手段で輸送する場合、精密機器として厳重に梱包してください。また

エミュレータを梱包する場合、必ずエミュレータ添付の導電性エアキャップもしくは導電性ポリ袋

(通常青色の袋)をご使用ください。他の袋を使用した場合、静電気の発生などによりエミュレータ

別の故障を引き起こす恐れがあります。 
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付録 A 故障症状調査書 

貴社益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

この度、SH7125グループ，SH7124グループ用デバッグMCUボード（HS7125EDB03H、HS7124EDB02H）を

ご購入頂き、厚く御礼申し上げます。 

さて、万一故障が発生したときには、お手数ですが次ページの故障症状調査書に症状をご記入の上、担当営業

まで御連絡くださいますようにお願い申し上げます。 
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故障症状調査書 

ご購入営業担当 行 

お客様ご芳名 会社名            

  担当者名           様 

TEL             
 
 

調査項目 症   状 

1 故障発生 年月日、時期 年  月  日 {システム立ち上げ時、システム動作時}  

＊{ }内の該当時期を○で囲んでください。 

2 故障発生頻度 （  ）{日、週、月} に（ ）回発生  

＊（ ）内に該当数字を記入し、{ }内の該当時期を○で囲んでください。 

3 エラー発生時の システム構成 エラー発生時のシステム構成を記入してください。 

•  E10A-USBエミュレータ(HS0005KCU01H,HS0005KCU02H) 

シリアル No.               レビジョン         

（筐体裏面の製品管理シールに表示しています： シリアル No.は数字 5桁、

レビジョンはそれに続くアルファベットです） 

• 付属 CD-R(HS0005KCU01SR)  バージョン V                

（CD-Rに V.x.xx releaseと表示しています(x：数字)） 

• SH7125グループ，SH7124グループ用デバッグ MCUボード

（HS7125EDB03H,HS7124EDB02H） 

シリアル No.               レビジョン         

（基板上に捺印表示しています） 

• ご使用になっている PC 

メーカ名               型式                      

使用 OS                                           

4 エラー発生時の 設定内容 デバッグ MCUボードの動作設定を記入してください。 

 (1) 電源選択スイッチの設定（EXTERNAL、USER SYSTEM ←いずれかに○） 

 (2) クロック選択ジャンパの設定（XTAL、USER CLK ←いずれかに○） 

入力クロック：        MHz 

 (3) ユーザシステム入力信号有効/無効スイッチの設定 

  UNMI：ENABLE、DISABLE ←いずれかに○ 

  URES：ENABLE、DISABLE ←いずれかに○ 

  UCON：ENABLE、DISABLE ←いずれかに○ 

 (4) 動作周波数：         MHz 

5 故障現象  

6 デバッグ時のエラー内容  

7 High-performance Embedded 

Workshopが Link upしない 

エラーメッセージ内容 
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上記以外のエラーについては、下記に症状を記載いただくようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 



付録 A. 故障症状調査書 

Rev.1.00  2009.03.04  50 

RJJ10J2451-0100  

 



 

 

SH7125  SH7124
MCU  HS7125EDB03H HS7124EDB02H

  2009 年 3 月 4 日　Rev.1.00
発　　　行　 株式会社ルネサス テクノロジ 営業統括部
　　　　　　 〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-6-2
編　　　集　 株式会社ルネサスソリューションズ 
             グローバルストラテジックコミュニケーション本部
           カスタマサポート部

© 2009. Renesas Technology Corp., All rights reserved. Printed in Japan.  



100-0004 2-6-2 

E-Mail: csc@renesas.com

       

100-0004 2-6-2 ( )

190-0023 2-2-23 ( )

980-0013 1-1-20 ( )

970-8026 120 ( )

312-0034 832-2 ( )

950-0087 1-4-2 ( )

390-0815 1-2-11 ( )

460-0008 4-2-29 ( )

541-0044 4-1-1 ( )

920-0031 3-1-1 ( )

730-0036 5-25 ( )

812-0011 2-17-1 ( )

(03) 5201-5350

(042) 524-8701

(022) 221-1351

(0246) 22-3222

(029) 271-9411

(025) 241-4361

(0263) 33-6622

(052) 249-3330

(06) 6233-9500

(076) 233-5980

(082) 244-2570

(092) 481-7695

http://www.renesas.com

Colophon 9.1 



 

 

 



神奈川県川崎市中原区下沼部1753 〒211-8668

HS7125EDB03H、HS7124EDB02H　ユーザーズマニュアル

SH7125 グループ，SH7124 グループ用
デバッグMCU ボード

RJJ10J2451-0100


	表紙
	本資料ご利用に際しての留意事項
	重要事項
	安全事項
	ユーザ登録について
	目次
	1. 製品概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.1 はじめに�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.2 梱包内容�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.3 デバッグMCUボードの構成品�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.4 ハードウェア構成�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.4.1 デバッグMCUボード本体の構成����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.4.2 ユーザシステムインタフェースボードの構成�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	1.5 使用環境条件���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2. セットアップ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1 デバッグMCUボード使用までのフローチャート�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2 デバッグMCUボードのセットアップ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.1 デバッグMCUボードとE10A-USBエミュレータの接続���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.2 ユーザシステムへの接続��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.3 電源選択スイッチの設定��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.4 電源ケーブルの接続����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.5 クロック選択ジャンパの設定������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.6 水晶発振子の実装�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.7 ユーザシステム入力信号有効/無効スイッチの設定��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.8 システムグランド系の接続�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.3 E10A-USBのセットアップ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.1 E10A-USBエミュレータのDIPスイッチ設定�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.2 CD-Rについて�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.3 ホストコンピュータとの接続������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.4 E10A-USBエミュレータのセットアップ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.5 High-performance Embedded Workshopの起動������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.4 デバッグMCUボード単体動作時のセットアップ�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.1 デバッグMCUボードのスイッチ設定��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.2 デバッグMCUボードへのリセット入力�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	3. ハードウェア仕様��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.1 デバッグMCUボードの外形寸法������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2 ユーザシステムインタフェースボード接続時の寸法����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.3 ユーザシステムのマウントパッド設計例���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.4 MCUをICソケットに実装する場合����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.5 ユーザシステムインタフェース回路�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.6 ユーザシステムインタフェースのディレイ時間������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	4. 保守と保証�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.1 ユーザ登録����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.2 保守�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.3 保証内容�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.4 修理規定�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.5 修理依頼方法���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	付録A 故障症状調査書��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	奥付

